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企 画 広 告

荷
主
に
荷
待
ち
と
荷
役
時
間
を
合
計
２
時
間
以
内
に

収
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今

の
と
こ
ろ
港
湾
は
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
が
、
手
を

こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

そ
こ
で
東
京
都
が
今
年
度
、
荷
待
ち
時
間
の
削
減

に
向
け
て
新
た
に
打
ち
出
し
た
対
策
が
「
オ
フ
ピ
ー
ク

搬
出
入
」
だ
。
そ
の
基
礎
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
た
め
、

各
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
時
間
帯
別
所
要
時
間
や
、
年
末
年

始
・
大
型
連
休
前
後
な
ど
の
混
雑
状
況
を
分
析
し
た

結
果
の
公
表
も
今
年
度
中
に
開
始
す
る
。

　

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
で
最
も
直
接
的
な
影
響

を
受
け
て
い
る
の
が
ト
ラ
ッ
ク
の
長
距
離
輸
送
だ
。
一

度
に
大
量
の
貨
物
を
輸
送
で
き
る
内
航
船
や
鉄
道
へ

の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
は
、
有
効
な
代
替
策
と
目
さ
れ
て

い
る
。
東
京
都
も
今
年
度
、荷
主
企
業
の
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
を
後
押
し
す
る
た
め
、
各
種
の
支
援
制
度
の
新

設
や
拡
充
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
オ
フ
ピ
ー
ク
搬
出
入
と
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

は
い
ず
れ
も
物
流
に
関
わ
る
関
係
者
の
協
力
が
な
け

れ
ば
効
果
を
発
揮
し
な
い
。
そ
の
た
め
東
京
都
は
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
荷
主
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー

と
も
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。

　

特
に
先
の
モ
デ
ル
事
業
は
、東
京
港
の
混
雑
解
消
に

貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、
安
定
的
な
輸
送
力
の
確
保

や
ト
ラ
ッ
ク
の
生
産
性
向
上
、脱
炭
素
化
へ
の
貢
献
な

ど
、
荷
主
と
物
流
企
業
の
双
方
に
と
っ
て
の
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る

各
社
も
継
続
的
な
実
施
を
見
据
え
て
、
取
り
組
み
を

拡
大
し
て
い
く
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。
持
続
可
能
な

物
流
の
未
来
に
向
け
た
企
業
間
連
携
の
先
導
役
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

複
数
の
荷
主
と
物
流
企
業
が
連
携

　

ク
ボ
タ
、
本
田
技
研
工
業
、
コ
マ
ツ
、
三
桜
工
業
、

白
石
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鶴
見
製
作
所
の
荷
主
６
社
と
、
吉

田
運
送
、
み
な
と
運
送
、
鈴
与
、
日
新
の
物
流
会
社
４

社
が
連
携
し
て
、東
京
港
の
オ
フ
ピ
ー
ク
利
用
に
向
け

た
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
す
る
。
港
湾
エ
リ
ア
に

あ
る
シ
ャ
ー
シ
ー
置
場
を
コ
ン
テ
ナ
中
継
輸
送
の
「
デ

ポ
」
と
し
て
活
用
し
、
港
の
オ
フ
ピ
ー
ク
に
、
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
の
間
を
ピ
ス
ト
ン
輸
送
す
る
こ
と
で
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
ち
時
間
を
解
消
す
る
（
図
１
）。

　

ク
ボ
タ
を
代
表
と
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
企
画
、「
令
和
６
年
度 

東
京
港
オ
フ
ピ
ー
ク
搬

出
入
モ
デ
ル
事
業
」に
応
募
し
て
採
択
さ
れ
た
。
今
年

９
月
か
ら
来
年
２
月
ま
で
半
年
間
を
か
け
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
か
ら
取
り
ま
と
め
ま
で
を
行
う
。
野

村
総
合
研
究
所
が
事
業
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
し
て
取
り
組

み
に
伴
走
す
る
。

　

現
状
、
輸
入
コ
ン
テ
ナ
は
一
般
的
に
、
午
後
か
ら
夕

方
に
か
け
て
東
京
港
の
コ
ン
テ
ナ
ゲ
ー
ト
か
ら
搬
出
し

て
、
翌
朝
一
番
に
荷
主
の
拠
点
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
輸
出
コ
ン
テ
ナ
も
午
前
中
に
コ
ン
テ
ナ
詰
め
を

行
い
、
東
京
港
に
向
か
う
こ
と
が
多
く
、
ゲ
ー
ト
に
着

く
の
は
午
後
・
夕
方
に
な
る
。
そ
の
た
め
ゲ
ー
ト
前
の

待
機
時
間
は
午
前
中
に
比
べ
て
午
後
に
長
く
な
る
傾

向
が
あ
る
（
図
２
）。

　

ゲ
ー
ト
が
混
雑
す
る
時
間
帯
を
外
し
て
コ
ン
テ
ナ
を

搬
出
・
搬
入
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
従
来
か
ら
あ
っ

た
。
大
手
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
が
車
庫
な
ど
を
活
用
し
て

行
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
中
小
の
事
業
者

で
は
、
帰
り
荷
や
デ
ポ
、
車
両
や
シ
ャ
ー
シ
ー
の
確
保

　

港
の
さ
ら
な
る
機
能
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
る
。
従
来
は
ふ
頭
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
不
足
や
、

ト
ラ
ッ
ク
が
夕
方
に
集
中
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、時
期

や
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
港
周
辺
で
交
通
混
雑
が
発
生

し
て
い
た
。
そ
こ
で
東
京
港
で
は
、
中
央
防
波
堤
外

側
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
を
新
設
、
青
海
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
を
再

編
・
整
備
す
る
な
ど
し
て
港
全
体
の
処
理
能
力
の
強

化
を
図
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
率
化
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
21
年
７
月
に
は
全
国
の
港
で
初
め
て
ふ
頭
周
辺

の
混
雑
状
況
を
見
え
る
化
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
が
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
入
場
す
る
ま
で
に
要
し
た
待
機
時
間

等
を
、ト
ラ
ッ
ク
に
搭
載
さ
れ
た
専
用
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の

位
置
情
報
を
活
用
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
公
表
し
て
い

る
。

　

コ
ン
テ
ナ
搬
出
入
の
予
約
制
も
開
始
し
た
。
国
が

開
発
し
た
新
・
港
湾
情
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ａ

Ｓ
（
コ
ン
パ
ス
）」
を
活
用
し
て
、
22
年
８
月
に
大
井

コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
の
一
部
で
予
約
制
事
業
を
開
始
、実
施

タ
ー
ミ
ナ
ル
や
利
用
対
象
者
な
ど
の
規
模
を
順
次
拡
大

し
て
い
る
。

　

一
連
の
取
り
組
み
の
結
果
、
東
京
港
周
辺
の
道
路

混
雑
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
。
過
去
の
ピ
ー
ク
時
と
比

べ
る
と
ゲ
ー
ト
前
に
並
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
の
待
機
列
の
長
さ

は
７
割
削
減
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
待
ち
時
間
も
大
幅

に
短
縮
さ
れ
た
。
停
滞
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
周
辺
道
路
を

埋
め
尽
く
す
風
景
も
も
は
や
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
、
時
期
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
よ
っ
て
は
ト

ラ
ッ
ク
が
集
中
す
る
こ
と
は
あ
る
。

　

今
年
４
月
に
物
流
関
連
２
法
が
改
正
さ
れ
て
、
２

０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
発
荷
主
・
着

ラ
ッ
ク
事
業
者
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
、ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
単
独
で
は
で
き
る
こ
と
に
限

界
が
あ
る
。
荷
主
が
取
り
組
み
を
主
導
す
る
こ
と
で
、

一
歩
進
ん
だ
共
同
化
の
実
現
や
朝
一
納
品
な
ど
の
制

約
条
件
に
も
踏
み
込
め
る
」
と
期
待
す
る
。

２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
を
支
援

　

東
京
港
は
現
在
、４
つ
の
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
で
年
間
約

４
０
８
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
外
貿
コ
ン
テ
ナ
を
取
り
扱
っ
て
い

る
（
23
年
）。
こ
れ
は
全
国
の
取
扱
量
の
約
４
分
の
１
、

東
日
本
の
約
６
割
に
あ
た
る
。
東
京
港
に
は
北
米
・

欧
州
・
ア
ジ
ア
な
ど
を
結
ぶ
多
様
な
航
路
が
就
航
し
、

日
本
各
地
の
地
方
港
と
の
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
網
も
充
実

し
て
い
る
。
ま
た
大
井
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
の

「
東
京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
」
と
隣
接
、
後
背
地
の
首

都
圏
に
は
都
心
部
を
中
心
と
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
東
京
港
は
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
輸

送
の
要
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

な
ど
が
課
題
と
な
り
導
入
が
難
し
い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
今
回
、東
京
都
は
こ
の
モ
デ
ル
事
業

の
た
め
に
24
時
間
営
業
の
時
間
貸
し
シ
ャ
ー
シ
ー
プ
ー

ル
の
一
部
を
暫
定
的
に
「
東
京
港
デ
ポ
」
と
し
て
確

保
し
た
。
こ
れ
を
１
社
単
独
で
は
な
く
、モ
デ
ル
事
業

に
参
画
す
る
荷
主
と
物
流
会
社
が
共
同
で
利
用
す
る
。

　

協
力
物
流
会
社
間
で
各
社
の
コ
ン
テ
ナ
発
着
情
報

を
共
有
し
て
帰
り
荷
を
マ
ッ
チ
ン
グ
。
東
京
港
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
東
京
港
デ
ポ
間
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送
の

共
同
化
も
検
討
す
る
。
一
方
、
荷
主
の
拠
点
側
に
も

そ
れ
ぞ
れ
「
荷
主
最
寄
デ
ポ
」
を
用
意
、
道
路
混
雑

の
少
な
い
夜
間
に
荷
主
最
寄
デ
ポ
と
東
京
港
デ
ポ
間
を

移
送
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
時
間
に
出
荷
ま
た
は

納
品
す
る
と
い
う
ス
キ
ー
ム
だ
。

　

東
京
都
の
担
当
者
は
「
こ
れ
ま
で
港
の
混
雑
は
ト
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　2024年問題への対応で当面の課題となるドライ
バーの待ち時間削減に、東京港が本腰を入れている。
ふ頭周辺の交通混雑を緩和するため、ハードの整備
を進めるとともに、荷主に対して午前中などコンテナ
ターミナルが比較的空いている時間帯に搬出入を行う
「オフピーク搬出入」や、トラック輸送を内航船・鉄
道に転換する「モーダルシフト」を呼びかけている。

東京港が待ち時間解消に荷主企業等と連携
オフピーク搬出入とモーダルシフトを促進
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図2　時間帯別のコンテナゲート前待機時間

午後と比較すると
午前の待ち時間は短い傾向がある

図1　輸送イメージ図（輸入）
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